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て
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供
を
つ
う
じ
て
、
地
域
の
お
客
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
、
地
域
の
発
展
に

貢
献
す
る
と
い
う
「
地
域
密
着
型
金

融
」
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
金
融
危

機
時
も
公
的
資
金
の
注
入
を
受
け
る
こ

と
な
く
、
健
全
経
営
を
維
持
し
て
き
ま

し
た
。

　

業
務
面
で
は
、
銀
行
の
３
大
業
務
の

預
金
・
貸
出
・
為
替
に
加
え
、
規
制
緩

和
の
進
展
と
と
も
に
証
券
・
保
険
・
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
業
務
の
幅
を
広

げ
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
、
企
業
立

地
・
海
外
展
開
支
援
、
産
学
連
携
、
動

産
担
保
融
資
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｂ
、
で
ん
さ

い
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
、
確
定
拠
出
年
金
、
事
業

承
継
・
事
業
譲
渡
、
遺
言
信
託
・
遺
産

整
理
等
の
相
続
関
連
業
務
等
を
サ
ー
ビ

ス
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、
地
域
の
総
合
金

融
サ
ー
ビ
ス
業
を
標
榜
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
話
題
の
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
に
つ
い

て
も
、
他
地
銀
等
と
共
同
で
専
門
会
社

を
立
ち
上
げ
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
等
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
金

融
以
外
の
社
会
的
課
題
に
対
し
て
も
、

地
域
で
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　

ロ
ー
カ
ル
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
・
地
方
創

生
で
は
、
融
資
制
度
の
新
設
や
千
葉
大

学
・
自
治
体
と
の
連
携
事
業
等
へ
の
参

画
の
ほ
か
、
地
域
企
業
の
業
容
拡
大
や

地
域
産
業
の
活
性
化
へ
の
支
援
等
を
つ

う
じ
て
地
域
に
好
循
環
を
作
り
上
げ
る

の
早
期
復
興
・
発
展
、
雇
用
機
会
の
創

出
及
び
金
融
秩
序
の
回
復
を
目
的
に
確

立
さ
れ
、
政
府
主
導
型
の
規
制
強
化
と

保
護
行
政
を
つ
う
じ
た
金
融
機
関
の
安

定
性
確
保
に
よ
る
資
金
の
安
定
供
給
が

特
色
で
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
に
大

き
く
貢
献
し
ま
し
た
が
、
金
融
機
関
に

は
、
競
争
原
理
に
基
づ
く
効
率
的
経
営

へ
の
転
換
の
遅
れ
と
、
自
己
責
任
の
希

薄
化
に
よ
る
健
全
性
の
低
下
を
招
き
ま

し
た
。

　

一
方
日
本
経
済
は
高
度
成
長
の
後
、

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
円
高
シ
ョ
ッ
ク
等

を
経
て
「
低
成
長
」
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
」
及
び
「
金
融
自
由
化
」
が
進
み
、

企
業
の
資
金
調
達
の
態
様
が
銀
行
貸
出

等
の
間
接
金
融
か
ら
債
券
・
株
式
等
の

直
接
金
融
へ
シ
フ
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
資
金
余
剰
と
な
っ
た
銀

行
融
資
が
不
動
産
・
株
式
取
得
等
の
投

機
資
金
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
バ
ブ
ル

崩
壊
に
よ
り
不
良
債
権
化
、
そ
の
後
の

不
良
債
権
処
理
の
な
か
で
金
融
機
関
が

破
綻
す
る
な
ど
、
金
融
危
機
と
言
わ
れ

る
事
態
を
迎
え
ま
し
た
。
金
融
機
関
に

対
し
て
は
『
預
金
者
保
護
の
た
め
の
資

産
の
健
全
性
維
持
』
が
強
く
求
め
ら
れ

る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
反
動
と
し
て

「
貸
し
渋
り
」
が
社
会
問
題
化
し
ま
し

た
。
数
々
の
経
済
対
策
も
決
め
手
と
な

ら
ず
、
日
本
経
済
は
、
長
期
に
亘
る
景

気
低
迷
と
デ
フ
レ
と
い
う
失
わ
れ
た
20

年
を
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
間
も
、
米
国
サ
ブ
・
プ
ラ
イ
ム
・

モ
ー
ゲ
ー
ジ
問
題
を
背
景
に
世
界
金
融

危
機
が
発
生
し
、
日
本
の
金
融
機
関
へ

の
直
接
的
な
影
響
は
限
定
的
で
し
た

が
、
株
式
市
場
や
実
体
経
済
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
、
間
接
的
に
は
相
応
の
影
響

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
マ
ク
ロ
経
済
の
悪
化
が
ミ

ク
ロ
面
に
も
影
響
し
、
少
子
・
高
齢

化
、
新
興
国
台
頭
と
そ
れ
に
伴
う
比
較

優
位
構
造
の
変
化
及
び
Ｉ
Ｔ
の
飛
躍
的

進
歩
等
の
構
造
変
化
へ
の
対
応
が
、
経

済
再
生
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
金
融
機
関
に
対
し
て
も
、
先
ほ

ど
申
し
上
げ
た
金
融
危
機
時
の
『
資
産

の
健
全
性
維
持
』
か
ら
『
円
滑
化
（
経

済
の
持
続
的
成
長
と
地
方
創
生
へ
の
貢

献
）
』
へ
、
求
め
ら
れ
る
も
の
が
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

○
千
葉
銀
行
に
つ
い
て

　

千
葉
銀
行
は
戦
前
の
「
一
県
一
行
主

義
」
の
中
で
、
県
内
の
銀
行
が
合
併
し

て
昭
和
18
年
に
設
立
し
ま
し
た
。
地
域

の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
一
貫
し
て
地
域

金
融
機
関
と
し
て
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提

　
　
　
　
　

千
葉
銀
行

大
久
保
　
壽
　
一

�
（
昭
和
54
年
卒
）

　

千
葉
銀
行
の
大
久
保
と
申
し
ま
す
。

昭
和
54
年
卒
業
と
同
時
に
千
葉
銀
行
に

入
行
し
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
は
本
部
、

特
に
経
営
企
画
部
門
が
20
年
と
長
く
、

本
年
６
月
取
締
役
専
務
執
行
役
員
を
退

任
し
て
現
在
は
常
勤
監
査
役
の
任
に
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
銀
行
と
つ
き
あ
い
の
な
い
方

は
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
役
割

等
を
詳
し
く
理
解
し
て
い
る
方
は
少
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回

は
、
折
角
の
機
会
で
す
か
ら
、
銀
行
に

つ
い
て
少
々
専
門
的
な
お
話
し
を
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
銀
行
に
つ
い
て

　

わ
が
国
に
初
め
て
銀
行
が
で
き
た
の

は
明
治
５
年
、
明
治
維
新
後
の
殖
産
興

業
を
金
融
面
か
ら
支
え
る
こ
と
を
目
的

に
設
立
さ
れ
、
戦
後
の
再
編
・
整
備
と

い
う
大
き
な
変
革
を
経
て
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
戦
後
金
融
制
度
は
、
経
済
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こ
と
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
ィ
メ
ノ
ミ
ク
ス
・
女
性
活
躍
推
進

で
は
、
自
行
の
女
性
の
職
域
拡
大
と
積

極
的
登
用
に
加
え
、
配
偶
者
の
異
動
等

で
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
職
員
に
転

居
先
の
地
方
銀
行
を
紹
介
す
る
「
地
銀

人
材
バ
ン
ク
」
の
設
立
に
主
導
的
役
割

を
果
た
し
、
「
女
性
が
輝
く
先
進
企
業

に
お
け
る
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
」
や

「
ダ
ー
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
企
業
１
０
０

選
」
を
受
賞
す
る
な
ど
、
業
界
・
地
域

の
中
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て

い
ま
す
。

　

以
上
、
少
々
Ｐ
Ｒ
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
銀
行
に
対
す
る
理
解
の
一

助
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

当
行
に
は
千
葉
大
学
卒
業
生
１
８
３
名

が
様
々
な
部
署
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

企
業
経
営
の
こ
と
や
人
生
設
計
等
で
お

悩
み
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
当

行
窓
口
に
お
越
し
下
さ
い
。
卒
業
生
一

同
、
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　千葉大学体育会アメリカンフットボール部“POSEIDON”は現在、関東大学リーグに所属し
ており、上位リーグへの昇格を目標に日々西千葉のグラウンドで練習しています。練習は週5日
あり、学業との両立も大変ですが、だからこそ試合で勝利したときの喜びは格別です。アメフト
はポジション毎に求められる能力が大きく異なるため体格も性格も様々なメンバーが揃っていま
す。そんなメンバーが同じ目標に向かって共に戦うのもアメフトの魅力の一つだと思います。

　また、千葉大アメフト部は今年で創部40周年を迎えま
す。引退されたにも関わらずグラウンドまで足を運び練
習相手になって下さる先輩方、遠くから応援に来て下さる
方々も沢山いらっしゃいます。大学を離れてからもアメフ
ト部に携わって下さる方が多いのは、それだけ千葉大アメ
フト部のことが好きだからだと思います。勝つために本気
で活動しているので楽しいことだけでなく、辛いことも沢
山あります。しかし辛いことも含め、真剣に仲間と共に切
磋琢磨し成長した日々というのは、一生忘れられない時間
となるのかもしれません。
　今私たちが千葉大学でアメフトをできるのは、この40年
の歴史を作ってきた多くの先輩、関係者の方々の支えあっ
てのことです。私たちはこうした皆さんの思いと、千葉大
学の看板を背負って戦っていることを誇りに思います。今
年こそ昇格するために、全力で取り組んでいきますので、
どうか応援宜しくお願いします！

千葉大学には現在178団体の公認サークルがあります。
同窓生の皆さんも大学生活の中でサークルに所属して
いた方が多いのではないでしょうか。
現役生より現在のサークル活動をご紹介します！

vol.3　POSEIDON

サークル紹介
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の
ほ
か
多
く
の
協
力
者
が
集
ま
り
、
平

成
13
年
に
産
声
を
上
げ
た
。

　

『
対
話
の
会
』
は
、
“
修
復
的
司

法
”
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
犯
罪

被
害
や
学
校
・
地
域
紛
争
と
い
っ
た
ト

ラ
ブ
ル
に
よ
っ
て
こ
じ
れ
て
し
ま
っ
た

人
間
関
係
が
も
た
ら
す
害
悪
を
修
復
す

る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
修
復

的
対
話
と
い
う
手
法
を
実
践
し
、
現
実

の
紛
争
に
お
い
て
修
復
的
司
法
を
活
用

す
る
団
体
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
。

　

『
対
話
の
会
』
に
よ
る
八
街
少
年
院

で
の
授
業
は
、
平
成
19
年
か
ら
始
ま

り
、
も
う
９
年
目
に
な
る
。
さ
き
の
法

改
正
に
よ
り
少
年
院
に
お
け
る
矯
正
処

遇
の
あ
り
方
が
改
め
ら
れ
、
被
害
者
の

視
点
を
取
り
入
れ
た
教
育
を
行
う
こ
と

が
明
示
さ
れ
た
。
『
対
話
の
会
』
の
授

業
は
、
こ
の
被
害
者
視
点
教
育
の
モ
デ

ル
と
し
て
認
め
ら
れ
、
法
務
省
矯
正
局

少
年
矯
正
課
に
よ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

策
定
に
も
、
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

非
行
の
進
ん
だ
少
年
た
ち
に
被
害
者
の

気
持
ち
を
理
解
さ
せ
、
更
生
の
道
を
進

ま
せ
る
べ
く
、
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス

で
、
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

私
が
『
対
話
の
会
』
に
参
加
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
前
述
の
後
藤
弘
子

教
授
が
主
宰
す
る
研
究
会
の
席
で
、
理

事
長
を
務
め
る
弁
護
士
の
先
生
と
出

会
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
当
時

私
は
ま
だ
専
門
法
務
研
究
科
の
学
生

　

千
葉
県
八
街
市
に
あ
る
『
八
街
少
年

院
』
。

　

塀
の
内
側
、
戒
護
区
域
の
中
に
あ

る
、
視
聴
覚
ホ
ー
ル
。

　

千
葉
大
学
法
経
学
部
法
学
科
を
卒

業
、
同
学
大
学
院
専
門
法
務
研
究
科
を

修
了
し
、
弁
護
士
と
な
っ
た
私
は
、
あ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

こ
の
少
年
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
少
年

を
対
象
と
し
た
授
業
に
参
加
し
て
い

る
。

　

被
害
者
の
視
点
に
立
っ
て
、
自

分
の
犯
し
た
非
行
を
見
つ
め
な
お

す
・
・
・
。
授
業
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
メ

ン
バ
ー
と
少
年
と
が
円
を
作
っ
て
座

り
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や

個
別
対
話
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
日
の

授
業
は
、
（
法
務
省
矯
正
局
）
東
京
矯

正
管
区
に
よ
る
視
察
が
行
わ
れ
て
い

た
。
法
務
省
職
員
や
裁
判
官
、
他
の
少

年
院
で
指
導
に
当
た
る
法
務
教
官
な

ど
、
多
く
の
大
人
た
ち
が
授
業
の
様
子

を
見
守
る
中
、
ひ
と
り
の
少
年
は
、
悪

び
れ
た
様
子
も
な
く
、
こ
う
言
っ
た
。

「
自
分
が
し
た
こ
と
が
間
違
っ
て
い
た

と
は
思
わ
な
い
・
・
・
。
」

　

八
街
少
年
院
は
、
い
わ
ゆ
る
長
期
処

遇
の
少
年
院
で
あ
り
、
非
行
の
進
ん
だ

少
年
を
収
容
す
る
。
再
入
（
２
回
目
以

降
の
少
年
院
）
少
年
も
、
全
体
の
お
よ

そ
６
割
に
上
る
（
平
成
28
年
４
月
現

在
）
。

　

暴
走
族
や
不
良
グ
ル
ー
プ
の
縮
小
、

振
込
め
詐
欺
の
急
増
も
あ
り
、
近
年
、

少
年
院
に
収
容
さ
れ
る
少
年
の
構
成
は

大
き
く
変
容
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る

“
フ
ダ
付
き
の
ワ
ル
”
は
減
少
、
大
学

生
が
収
容
さ
れ
る
例
も
決
し
て
珍
し
く

な
い
。
少
年
そ
れ
ぞ
れ
の
気
質
も
時
代

と
共
に
移
り
変
わ
り
、
少
年
た
ち
の
教

育
・
処
遇
に
あ
た
る
教
官
た
ち
の
頭
を

悩
ま
せ
る
。

　

授
業
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
『
対
話
の
会
』
。
千
葉
県
弁
護
士

会
所
属
の
弁
護
士
や
千
葉
地
方
裁
判
所

所
属
の
調
停
委
員
、
当
学
部
で
刑
事
政

策
、
少
年
法
を
教
え
る
後
藤
弘
子
教
授

を
は
じ
め
と
し
た
学
者
の
先
生
方
、
そ

「
非
行
少
年
と
の
対
話
」

 

～
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人『
対
話
の
会
』

　
　

 

が
行
う
少
年
院
に
お
け
る

　
　
　
　
　

被
害
者
視
点
教
育
～

　

本
八
幡
朝
陽
法
律
事
務
所
長

　

弁
護
士

　
鴨
　
下
　
智
　
法

�

（
平
成
９
年
卒
・
同
24
年
大
学
院

�

専
門
法
務
研
究
科
修
了
）
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冒
頭
の
少
年
は
ま
だ
あ
ど
け
な
い
顔

つ
き
で
あ
る
が
、
時
お
り
見
せ
る
醒
め

た
表
情
か
ら
は
、
無
機
質
で
、
と
て
も

冷
た
い
印
象
を
受
け
る
。
人
間
不
信
が

強
く
、
母
親
な
ど
家
族
へ
の
反
感
も
隠

そ
う
と
も
し
な
い
。

　

お
母
さ
ん
が
キ
ミ
の
犯
し
た
非
行
と

同
じ
被
害
に
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
キ
ミ

は
ど
う
思
う
か
な
。
私
の
問
い
か
け

に
、
少
年
は
答
え
る
。
「
も
し
、
母
さ

ん
に
も
責
任
が
あ
る
の
な
ら
、
被
害
に

あ
っ
て
も
仕
方
な
い
と
思
う
。
」
「
母

さ
ん
に
非
が
な
い
の
な
ら
、
多
額
の
賠

償
金
を
請
求
す
れ
ば
そ
れ
で
済
む
こ

と
。
」

　

少
年
の
口
か
ら
は
、
“
損
害
賠
償
”

や
“
責
任
”
と
い
っ
た
、
機
械
的
な
言

葉
ば
か
り
が
こ
ぼ
れ
て
く
る
。
母
に
対

す
る
思
い
や
り
、
身
近
な
人
が
被
害
に

あ
っ
た
こ
と
に
対
す
る
感
情
な
ど
が
こ

も
っ
た
言
葉
は
、
出
て
こ
な
い
。
愛

情
、
友
情
と
い
っ
た
情
緒
的
な
感
情

が
、
十
分
に
育
ま
れ
て
い
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
。
少
年
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ

る
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
私
は
、
彼
の
心

の
声
を
探
ろ
う
と
、
思
わ
ず
前
の
め
り

に
な
る
。

　

少
年
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
の
中
に
は
、
難
し
い
環
境
で
生
き

る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
子
も
多

い
。
真
面
目
さ
に
欠
け
て
い
る
よ
う
な

子
だ
っ
て
い
る
。
親
と
の
愛
着
形
成
が

で
、
司
法
試
験
合
格
を
目
指
し
て
勉
強

に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

『
対
話
の
会
』
の
活
動
に
参
加
す
る

と
、
そ
こ
に
は
、
座
学
で
は
味
わ
う
こ

と
の
で
き
な
い
、
迫
力
あ
る
司
法
の
姿

が
あ
っ
た
。

　

平
成
25
年
に
司
法
試
験
に
合
格
し
た

私
は
、
司
法
修
習
（
67
期
）
を
経
て
千

葉
県
弁
護
士
会
に
登
録
、
マ
チ
弁
と
し

て
県
内
を
駆
け
ず
り
回
る
。
刑
事
事
件

や
少
年
事
件
を
扱
う
な
か
で
、
自
ら
の

過
ち
を
償
お
う
と
す
る
犯
罪
者
、
非
行

少
年
と
向
き
合
え
ば
、
彼
ら
の
抱
え
る

闇
の
部
分
か
ら
目
を
そ
む
け
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。

院
に
足
を
運
ん
で
い
る
。

『
対
話
の
会
』
の
活
動
は
、
同
会
の

ブ
ロ
グ
（http://taiw

anokai.org/
blog/

）
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

taiw
anokai.org/

）
に
お
い
て
、
詳
し

く
紹
介
し
て
い
る
。
ご
興
味
を
持
た
れ

た
ら
、
こ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

幸
甚
で
あ
る
。

不
十
分
な
ま
ま
幼
少
期
を
過
ご
し
た
子

は
、
大
人
不
信
が
顕
著
で
あ
る
。
発
達

障
害
な
ど
の
困
難
を
抱
え
る
子
も
多

い
。

　

そ
れ
で
も
、
少
年
院
で
の
生
活
を
通

じ
て
大
人
た
ち
が
か
か
わ
り
を
深
め
て

い
く
こ
と
で
、
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち

を
良
い
方
向
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
は

ず
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
日
々
の

生
活
に
失
敗
し
、
こ
こ
に
や
っ
て
き
て

い
る
子
ど
も
た
ち
に
は
、
大
人
の
手
助

け
が
必
要
な
の
だ
。

　

相
手
の
こ
と
を
何
も
知
ら
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
文
字
通
り
怖
い
こ
と
だ
。

い
わ
ゆ
る
モ
ン
ス
タ
ー
視
と
い
う
ヤ

ツ
。
矯
正
教
育
の
現
場
で
あ
る
少
年
院

の
内
側
と
い
う
の
も
、
一
般
に
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
少
年
院
に
収
容

さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
は
、
社
会
に
出
て

か
ら
も
、
世
間
か
ら
お
か
し
な
偏
見
を

持
っ
て
見
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

幹
部
教
官
の
一
人
は
、
収
容
さ
れ
た

少
年
を
理
解
す
る
に
は
、
そ
の
少
年
を

よ
く
観
察
し
、
対
話
す
る
こ
と
が
肝
要

だ
と
言
う
。
観
察
と
対
話
に
よ
っ
て
少

年
に
寄
り
添
う
矯
正
教
育
が
実
現
さ
れ

る
な
ら
、
そ
れ
は
『
対
話
の
会
』
が
実

践
す
る
“
修
復
的
司
法
”
の
理
念
に
も

通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

　

『
対
話
の
会
』
の
一
行
は
、
子
ど
も

た
ち
に
寄
り
添
い
手
を
差
し
伸
べ
る
大

人
の
一
員
と
し
て
、
毎
月
、
八
街
少
年
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起
業
ま
で
の
道
の
り
と
現
在
の
ビ
ジ
ネ

ス
展
開
に
つ
い
て
、
少
し
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

○
創
業
ま
で
の
道
の
り

　

キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
と
し
て
順
調

な
道
を
歩
ん
で
い
ま
し
た
が
、
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
も
の
づ
く
り
へ
の
興

味
が
年
々
増
し
、
ふ
と
し
た
き
っ
か

け
で
通
い
始
め
たBag

ス
ク
ー
ル
を
機

に
「Bag
デ
ザ
イ
ン
・
製
作
」
に
は
ま

り
ま
す
。
そ
れ
は
イ
タ
リ
ア
へBag

デ

ザ
イ
ン
留
学(
今
か
ら
7
年
ほ
ど
前)

に

行
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
凝
り
よ
う
で
し

た
。
そ
の
後
は
会
社
員
の
傍
ら
、
趣

味
・
副
業
と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ルBag

ブ

ラ
ン
ド
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

副
業
と
し
て
き
たBag

ビ
ジ
ネ
ス
が

転
機
を
迎
え
た
の
が
昨
年
の
こ
と
。
結

婚
を
機
に
埼
玉
県
本
庄
市
へ
移
住
し
、

地
域
の
創
業
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
創
業
ス

ク
ー
ル
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア

の
種
の
見
つ
け
方
に
始
ま
り
最
終
的
に

は
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
に
至
る
と

こ
ろ
ま
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
践
を
視
野

に
入
れ
た
多
岐
に
渡
っ
た
内
容
で
の
講

内
　
原
　
絵
　
美

�

（
平
成
14
年
卒
）

　

法
経
学
部
総
合
政
策
学
科
を

２
０
０
２
年
に
卒
業
し
た
内
原
絵
美
と

申
し
ま
す
。
今
回
こ
の
よ
う
な
執
筆
の

機
会
を
い
た
だ
き
光
栄
で
す
。

　

大
学
卒
業
後
は
、
製
薬
会
社
や
広
告

代
理
店
の
営
業
職
と
し
て
勤
務
し
て
い

ま
し
た
が
、
昨
年
、
趣
味
を
も
と
に
起

業
す
る
と
い
う
人
生
で
の
大
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

長
い
人
生
を
考
え
た
時
に
会
社
員
生
活

で
は
物
足
り
ず
、
ず
っ
と
「
い
つ
か
は

自
分
で
起
業
し
て
み
た
い
」
と
夢
見
て

い
ま
し
た
。
そ
の
夢
を
現
実
の
も
の
と

で
き
た
こ
と
に
嬉
し
さ
を
感
じ
る
一
方

で
、
起
業
に
よ
る
苦
労
や
大
変
な
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
私
の

本
庄
の
伝
統
工
芸
体
験
（
織
体
験
）
な

ど
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
とBag

制
作
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
展
開
等
も

検
討
中
で
す
。

（
参
考
：
写
真
１　

地
方
伝
統
工
芸
の

技
術
・
素
材
を
活
か
し
たBag

の
企
画

製
造
販
売
）

○
自
信
と
な
っ
た
全
国
大
会
で
の
優
勝

　

こ
の
度
、
優
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

を
競
う
「
第
2
回
全
国
創
業
ス
ク
ー
ル

選
手
権
（
２
０
１
６
年
2
月
開
催
）
」

に
て
、
大
賞
で
あ
る
「
経
済
産
業
大
臣

賞
」
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
創
業
ス

ク
ー
ル
２
５
６
コ
ー
ス
（
２
０
１
５
年

義
構
成
で
、
起
業
に
対
す
る
意
識
が
か

な
り
刺
激
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

創
業
ス
ク
ー
ル
に
通
う
こ
と
に
よ
り
、

地
域
に
対
し
て
の
興
味
と
人
脈
が
広

が
っ
た
こ
と
は
私
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
大

き
な
収
穫
で
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
地

域
資
源
（
伝
統
工
芸
）
と
出
会
う
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
を
素
材
と
し
て
用
い
た

Bag

の
開
発
を
思
い
つ
い
た
こ
と
は
、

創
業
へ
の
大
き
な
第
1
歩
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
つ
い
に
、
思
い
き
っ

て
昨
年
10
月
に
会
社
員
を
辞
め
、Bag

で
創
業
し
ま
し
た
。

○�

現
在
展
開
し
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ

い
て

　

埼
玉
県
本
庄
市
に
拠
点
を
置
き
、

革
お
よ
び
布
を
使
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ルBag

の
ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
オ
ー
ル
レ
ザ
ー
のBag

の
他
、
主

力
製
品
と
し
て
、
伝
統
工
芸
（
本
庄
絣

お
よ
び
、
本
庄
近
郊
の
伝
統
工
芸
）
の

技
術
・
素
材
を
活
か
し
たBag

の
企
画

製
造
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
（
参
考
：

写
真
１
）
。
デ
ザ
イ
ン
・
企
画
立
案
～

型
紙
作
成
～
製
作
～
販
売
ま
で
一
貫
し

た
製
作
体
制
を
こ
の
地
域
の
人
材
で
ま

か
な
い
、
素
材
に
つ
い
て
も
地
域
の
伝

統
工
芸
を
積
極
的
に
使
用
す
る
こ
と
で

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

を
出
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
の
行
政
と
協
力
し
、
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し
そ
の
反
面
で
、
埋
も
れ
て
い
る
素
晴

ら
し
い
地
域
資
源
を
世
に
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
と
い
う
点
や
、
地
域
の
活
性
化
の

一
助
と
な
れ
て
い
る
こ
と
に
、
と
て
も

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。Bag

と

い
う
自
分
の
趣
味
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
で
す
が
、
今
そ
れ
を
活
か
し

て
地
域
資
源
復
活
と
い
う
社
会
貢
献
的

な
意
味
合
い
を
も
つ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

展
開
で
き
て
い
る
こ
と
に
私
自
身
も
誇

り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

○
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　

地
域
の
特
色
・
人
材
の
能
力
を
最
大

限
に
活
用
し
、
地
域
の
伝
統
工
芸
の
技

術
・
素
材
を
活
か
し
な
が
ら
、「
世
界

に
誇
れ
る
本
庄
発
信
のBag

ブ
ラ
ン
ド

に
育
て
る
」
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。

　

本
庄
発
信
のB

ag

ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
、
行
政
に
も
協
力
い
た
だ
き
つ
つ
も

り
た
て
て
い
く
こ
と
で
、
現
在
は
国
内

展
開
の
み
で
す
が
、
早
い
段
階
で
海
外

展
開
も
視
野
に
入
れ
て
い
く
予
定
で

す
。

　

数
年
後
に
ひ
か
え
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
を
視
野
に
、
日
本
の
伝
統
工
芸
を

使
っ
た
外
国
人
向
け
の
新
商
品
開
発
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
今
国
や
各
自

治
体
も
力
を
入
れ
て
き
て
い
ま
す
し
、

今
後
さ
ら
に
各
企
業
で
開
発
が
進
ん
で

い
く
の
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
盛
り
上

（
参
考
：
写
真
２　

創
業
ス
ク
ー
ル
選

手
権
で
の
経
済
産
業
大
臣
賞
受
賞
）

○�

地
域
資
源
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の

難
し
さ

　

私
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
地
域
資
源
（
伝

統
工
芸
）
を
活
用
す
る
と
い
う
地
域
性

の
側
面
を
も
っ
た
も
の
で
す
の
で
、
地

域
行
政
や
そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る

方
々
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
し
、
そ
こ

が
難
し
い
面
で
も
あ
り
ま
す
。Bag

自

体
の
デ
ザ
イ
ン
力
や
Ｐ
Ｒ
力
の
み
な
ら

ず
、
地
域
資
源
（
伝
統
工
芸
）
自
体
の

抱
え
る
問
題
点
、
例
え
ば
後
継
者
不
足

や
衰
退
の
危
機
等
も
同
時
に
解
決
し
て

い
く
必
要
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

地
域
の
理
解
を
得
た
り
、
地
域
で
ビ

ジ
ネ
ス
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
人
材
を
育

て
る
に
は
時
間
も
労
力
も
か
か
り
ま
す

し
、
市
や
県
や
地
域
の
商
工
会
議
所
等

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
組
織
と
の
い
い
付
き

合
い
が
な
い
と
大
き
く
展
開
が
で
き
な

い
と
い
う
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
し
か

実
施
の
コ
ー
ス
数
）
の
中
で
各
コ
ー
ス

優
秀
者
を
選
出
し
、
そ
の
優
秀
者
間
で

書
類
審
査
・
面
接
審
査
・
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
全
国
大
会
と
し
て

競
う
も
の
で
す
。
た
だ
のBag

ブ
ラ
ン

ド
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
イ

タ
リ
ア
仕
込
み
の
デ
ザ
イ
ン
と
日
本
の

伝
統
工
芸
と
を
う
ま
く
融
合
し
ひ
と
つ

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
た
点

を
審
査
員
の
方
々
に
ご
評
価
い
た
だ

き
、
こ
の
大
賞
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

　

自
分
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
が
ど
こ
ま

で
通
用
す
る
も
の
な
の
か
、
ひ
と
り
よ

が
り
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
な
く
は
た
し
て

万
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
な
の

か
、
ず
っ
と
不
安
で
し
た
が
、
こ
の
全

国
大
会
で
の
優
勝
経
験
が
大
き
な
自
信

へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

受
賞
に
よ
っ
て
、
か
な
り
の
反
響
が
あ

り
、
新
聞
や
Ｔ
Ｖ
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

媒
体
に
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
ご
紹
介
し
て
い

た
だ
き
、
大
き
な
Ｐ
Ｒ
効
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
長
い
目
で
見
ま
す
と
、
こ

の
よ
う
な
受
賞
に
よ
る
売
上
増
加
や
Ｐ

Ｒ
効
果
は
永
久
的
に
続
く
も
の
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
逃

が
す
こ
と
な
く
活
か
し
つ
つ
、
常
に
新

し
い
展
開
を
考
え
な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
を

大
き
く
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

が
り
も
私
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
は
い

い
商
機
と
な
り
そ
う
で
す
。

○
さ
い
ご
に

　

私
のB

ag

ビ
ジ
ネ
ス
の
挑
戦
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス

に
よ
っ
て
、
地
域
再
生
・
活
性
化
（
本

庄
市
を
若
者
に
と
っ
て
も
、
魅
力
あ
る

土
地
へ
）
が
で
き
た
ら
う
れ
し
い
こ
と

で
す
。

　

ま
だ
女
性
に
お
い
て
は
、
結
婚
・
出

産
し
た
ら
な
か
な
か
ス
ム
ー
ズ
な
社
会

復
帰
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
し
、

働
き
方
で
い
う
と
、
起
業
と
い
う
選
択

肢
を
考
え
る
風
潮
が
ま
だ
女
性
に
は
根

付
い
て
い
な
い
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま

す
。
女
性
と
し
て
の
幸
せ
と
働
き
方
の

両
立
に
つ
い
て
悩
み
、
会
社
員
で
い
る

か
起
業
す
る
か
で
悩
み
、
自
分
の
得
意

な
部
分
で
起
業
す
る
と
い
う
道
を
選
ぶ

（
趣
味
か
ら
の
起
業
）、
と
い
う
私
の

ケ
ー
ス
は
も
し
か
し
た
ら
女
性
に
と
っ

て
身
近
で
共
感
の
も
て
る
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

女
性
の
活
躍
は
今
後
の
日
本
を
支
え

て
い
く
大
き
な
原
動
力
に
な
る
で
し
ょ

う
。
私
自
身
、
地
域
の
若
手
や
女
性
起

業
家
を
目
指
す
人
達
に
良
い
影
響
と
刺

激
を
与
え
る
存
在
に
な
れ
る
よ
う
、
さ

ら
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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学
期
末
試
験
が
終
わ
っ
た
後
、
持
て

る
力
を
す
べ
て
出
し
切
っ
た
後
の
解
放

感
に
満
ち
溢
れ
た
表
情
の
多
く
の
学
生

を
、
学
内
や
大
学
近
く
の
カ
フ
ェ
で

よ
く
見
か
け
ま
す
。
以
前
、
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
に
留
学
し
て
い
た
こ
と

が
あ
る
の
で
す
が
、
当
時
の
こ
と
を
思

い
出
し
て
み
て
も
、
こ
れ
は
日
本
に
限

ら
ず
世
界
中
ど
こ
の
国
の
大
学
で
あ
っ

て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま

す
。

　

最
近
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
も
ゲ
ー
ム
も
自
由
に
楽
し

め
る
時
代
に
な
り
、
カ
フ
ェ
で
も
一
人

で
下
を
向
い
て
ゲ
ー
ム
等
に
興
じ
て
い

る
若
い
人
た
ち
の
姿
を
よ
く
見
か
け
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
も
カ
フ
ェ
の
楽
し

み
方
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
一
方

か
な
ひ
と
時
、
一
杯
の
レ
モ
ン
テ
ィ
、

ミ
ル
ク
テ
ィ
や
コ
ー
ヒ
ー
が
活
力
源
と

な
っ
た
こ
と
、
ま
た
司
法
試
験
や
公
認

会
計
士
試
験
等
資
格
試
験
の
勉
強
等
に

取
り
組
ん
で
い
た
方
々
に
と
っ
て
は
、

ふ
と
勉
強
の
合
間
に
頂
く
一
杯
の
コ
ー

ヒ
ー
、
紅
茶
や
コ
コ
ア
の
ひ
と
時
を
楽

し
ま
れ
た
こ
と
等
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
が
懐

か
し
く
貴
重
な
思
い
出
を
、
か
つ
て
大

学
時
代
に
自
身
が
よ
く
行
っ
た
カ
フ
ェ

に
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
は
大
学
時
代
の
友
人
や
先
輩
、

後
輩
た
ち
と
久
し
ぶ
り
に
会
っ
て
食
事

を
す
る
時
、
西
千
葉
界
隈
の
レ
ス
ト
ラ

ン
や
居
酒
屋
を
選
ぶ
こ
と
が
よ
く
あ
る

の
で
す
が
、
大
学
時
代
の
仲
間
た
ち
と

会
っ
て
い
る
時
は
、
心
は
懐
か
し
い
あ

の
頃
に
戻
っ
て
し
ま
う
と
い
う
心
理
が

無
意
識
の
う
ち
に
働
く
か
ら
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

近
く
の
カ
フ
ェ
で
い
ろ
い
ろ
と
会
話
を

楽
し
む
こ
と
が
と
て
も
好
き
で
し
た
。

話
の
中
身
は
も
ち
ろ
ん
他
愛
も
な
い
こ

と
ば
か
り
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、

た
だ
そ
う
し
た
光
景
を
、
最
近
と
て
も

懐
か
し
い
思
い
出
と
し
て
時
々
思
い
出

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

大
学
時
代
、
体
育
会
や
サ
ー
ク
ル
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
た
方
々
に
と
っ
て

は
、
先
輩
方
や
同
じ
学
年
の
仲
間
、
ま

た
後
輩
達
と
自
身
が
所
属
す
る
サ
ー
ク

ル
の
運
営
方
針
や
そ
の
中
で
の
人
間
関

係
等
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
こ
と
、
ア

ル
バ
イ
ト
に
力
を
入
れ
て
い
た
方
々
に

と
っ
て
は
、
授
業
が
終
わ
っ
て
こ
れ
か

ら
ア
ル
バ
イ
ト
先
に
向
か
う
前
の
わ
ず

　
　
　
　
　

金
融
庁

越
　
川
　
　
　
剛

�

（
平
成
5
年
卒
）

　

昨
年
９
月
、
学
部
同
窓
会
総
会
及
び

司
法
試
験
合
格
者
祝
賀
会
の
席
に
招
か

れ
、
久
々
に
千
葉
大
学
を
訪
れ
た
際
、

帰
り
に
ふ
と
大
学
の
近
く
に
あ
る
カ

フ
ェ
に
寄
っ
て
み
ま
し
た
。
一
杯
の

ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
み
つ
つ
、

た
っ
た
今
ま
で
懐
か
し
い
先
輩
方
や
後

輩
達
と
楽
し
ん
で
い
た
会
話
の
余
韻
に

浸
っ
て
い
る
と
、
周
囲
の
方
々
の
会
話

の
中
か
ら
、
そ
の
日
が
土
曜
日
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
現
役
の

千
葉
大
生
た
ち
の
会
話
に
交
じ
っ
て
大

学
の
教
職
員
や
Ｏ
Ｇ
、
Ｏ
Ｂ
と
思
わ
れ

る
方
々
の
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

大
学
時
代
、
私
は
同
じ
学
年
の
仲
間

や
先
輩
方
、
後
輩
た
ち
と
学
内
や
大
学
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で
せ
っ
か
く
す
ば
ら
し
い
仲
間
達
に
囲

ま
れ
た
貴
重
な
学
生
時
代
、
も
っ
と
別

の
有
意
義
な
過
ご
し
方
の
選
択
肢
と
い

う
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
学
内
も
し
く
は
大
学
近
く
の
カ

フ
ェ
で
、
他
愛
の
な
い
話
で
あ
っ
て
も

良
い
の
で
す
。
仲
間
た
ち
と
大
い
に
語

り
合
い
、
そ
う
し
た
こ
と
を
通
じ
て
同

級
生
、
先
輩
方
や
後
輩
達
と
の
親
交
を

よ
り
深
め
て
お
く
と
い
う
こ
と
も
ま

た
、
貴
重
な
学
生
時
代
の
う
ち
に
ぜ
ひ

経
験
し
て
お
い
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
こ
う
し
た
こ
と
と
い
う
の

は
将
来
、
特
に
現
在
千
葉
大
学
に
在
学

中
の
後
輩
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
単
な

る
懐
か
し
い
思
い
出
と
い
う
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
社
会
人
と
し
て

羽
ば
た
い
て
い
く
上
で
必
要
な
人
脈
形

成
等
の
観
点
か
ら
も
、
大
変
貴
重
な
財

産
に
も
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

千葉大学が平成28年度 国公立大志願者数ランキングで1位になりました！
　2015年度に国公立大学の志願者数1位だった東京大学は、2016年度に推薦入学を導入し、後
期日程試験を廃止した影響もあり、志願者数は9,278人と前年度の1万2,384人から3,106人減少。
　一方、千葉大学は９学部に加えて2016年度に国際教養学部を新設。
　国際教養学部の志願者数は369人、大学全体の志願者数は1万1,357人と、前年度の1万145人か
ら1,212人増加しました。

2015年、第53回千葉大祭・ミスコンテストで
法政経学部の「宮本麗美」さんがグランプリに輝きました。
　宮本さんは現在岩手テレビのアナウンサーとして活躍しております。
　2013年は松浦涼馬さんがミスターコンテストでグランプリ、2014年は谷元星奈さん、2015年は
宮本麗美さんがミスコンテストでグランプリと学部後輩が3年連続でグランプリを獲得しておりま
した。
　今年の第54回コンテストでは惜しくも学部後輩のグランプリ選出はならず連覇はストップして
しまいましたが、また来年に期待したいと思います。

コミュニケーションマーク制定
　平成28年2月、千葉大学が「世界最高水準の教育研究機能を有す
る総合大学」としてさらなる発展を遂げていくため新しいコミュニ
ケーションマークを制定しました。
　マークの色は、大学カラーのガーネットを基調としてデザインし
ており、形は、本学のビジョン「Global、Research、Innovation、
Branding、Synergy」の原動力となる、学生・教員・職員のコミュニ
ケーションを表現しています。
　構成員一人ひとりが、様々な場面でこのマークを使用すること

で、大学の一体感を強めるとともに、千葉大学ブランドを高めていきます。

大学トピックス
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先
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を
目
指
し
て
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い
い
答
案
を
書
く
に
は
、
ま
ず
は
自
分

の
足
り
な
い
点
を
分
析
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
そ
の
足
り
な
い

点
を
補
う
に
た
め
に
必
要
な
勉
強
を
し

ま
す
。
ま
た
、
時
間
は
有
限
で
あ
る
た

め
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
合
格
ラ
イ

ン
を
超
え
る
た
め
に
は
、
ど
う
い
っ
た

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
そ
れ
ら
の
足

り
な
い
点
を
補
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

る
と
誰
も
が
確
信
し
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
祝
賀
会
終
盤
に
は
微
妙
な
空
気
は

晴
れ
、
全
員
が
彼
ら
に
割
れ
ん
ば
か
り

の
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
筆
者
は
こ
の
場
を
借
り
て
、

こ
れ
か
ら
法
曹
を
目
指
そ
う
と
す
る
学

部
生
、
現
在
法
科
大
学
院
で
勉
強
を
す

る
後
輩
た
ち
に
考
え
て
ほ
し
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
度
、
現
役
既
修

者
コ
ー
ス
の
合
格
者
は
「
０
」

で
し
た
。
し
か
し
、
筆
者
は
彼

ら
が
決
し
て
怠
惰
で
は
な
か
っ

た
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
ま

す
。
彼
ら
は
毎
日
勉
強
に
励

み
、
自
主
ゼ
ミ
を
組
ん
で
切
磋

琢
磨
し
、
司
法
試
験
合
格
に
向

け
て
惜
し
み
な
い
努
力
を
捧
げ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
合
格

が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
な
ぜ

な
の
か
。
筆
者
が
感
じ
て
い
る

の
は
、
合
目
的
的
に
勉
強
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
た
か
、
と
い

う
点
で
す
。
例
え
ば
野
球
で
あ

れ
ば
、
速
い
ボ
ー
ル
を
投
げ
る

た
め
に
は
、
筋
肉
が
足
り
な
い

の
か
、
フ
ォ
ー
ム
が
悪
い
の
か

を
ま
ず
は
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
フ
ォ
ー
ム
が
悪

い
の
に
筋
肉
だ
け
鍛
え
て
も
、

筋
肉
が
足
り
な
い
の
に
フ
ォ
ー

ム
だ
け
磨
い
て
も
仕
方
が
な
い

の
で
す
。
勉
強
も
同
じ
で
す
。

者
数
は
減
少
の
一
途
を
辿
り
、
大
き
く

定
員
割
れ
を
す
る
法
科
大
学
院
も
増
え

て
い
ま
す
。
都
内
の
上
位
法
科
大
学
院

へ
の
入
学
が
容
易
く
な
り
、
今
の
千
葉

大
学
の
学
部
生
は
千
葉
大
学
法
科
大
学

院
を
滑
り
止
め
に
す
る
ど
こ
ろ
か
、
そ

も
そ
も
受
け
な
い
と
い
う
選
択
を
す
る

ほ
ど
で
す
。
筆
者
が
学
部
１
年
生
の

頃
、
「
千
葉
大
生
は
千
葉
大
学
法
科
大

学
院
に
は
受
か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
嘘
の
よ
う
で
す
。
そ
れ
で

も
高
い
合
格
率
ゆ
え
に
生
徒
を
確
保
し

て
き
た
千
葉
大
学
法
科
大
学
院
で
し
た

が
、
こ
の
度
の
合
格
率
の
激
減
に
よ
り

そ
れ
が
難
し
く
な
る
と
考
え
ら
え
ま

す
。

　

合
格
祝
賀
会
の
微
妙
な
空
気
は
、
こ

の
よ
う
な
関
係
者
の
不
安
か
ら
き
た
も

の
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
合
格
祝
賀

会
に
き
た
合
格
者
た
ち
は
、
司
法
試
験

合
格
と
い
う
狭
き
門
を
く
ぐ
り
抜
け
て

き
た
の
で
す
。
合
格
率
云
々
は
彼
ら
に

は
関
係
が
な
い
の
で
す
。
壇
上
に
上
が

り
法
曹
へ
の
思
い
を
語
る
彼
ら
の
表
情

は
凛
と
し
て
い
て
、
頼
も
し
い
も
の
で

し
た
。
彼
ら
の
そ
ん
な
表
情
を
み
て
、

き
っ
と
彼
ら
は
素
晴
ら
し
い
法
曹
に
な

弁
護
士
法
人
は
る
か
茨
城
支
部

　

茨
城
水
戸
法
律
事
務
所

　
　
　

弁
護
士山

　
田
　
千
　
尋

�

（
平
成
24
年
卒
・
同
26
年
大
学
院

�

専
門
法
務
研
究
科
修
了
）

　

平
成
27
年
９
月
26
日
、
例
年
通
り
開

催
さ
れ
た
司
法
試
験
合
格
者
の
た
め
の

合
格
祝
賀
会
で
し
た
が
、
筆
者
が
前
年

祝
わ
れ
る
側
と
し
て
参
加
し
た
合
格
祝

賀
会
と
は
異
な
り
微
妙
な
空
気
が
流
れ

て
い
ま
し
た
。
来
賓
の
方
々
に
よ
る
挨

拶
も
、
合
格
者
を
祝
福
す
る
反
面
、
何

や
ら
歯
切
れ
の
悪
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
法
科
大
学
院
設
立

以
来
合
格
率
ト
ッ
プ
10
を
維
持
し
て
き

た
千
葉
大
学
法
科
大
学
院
が
、
そ
こ
か

ら
陥
落
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

か
ら
で
す
。
し
か
も
そ
の
内
実
、
現
役

既
修
者
コ
ー
ス
の
合
格
者
「
０
」
と
い

う
数
字
は
、
受
験
者
だ
け
で
な
く
、
千

葉
大
学
法
科
大
学
院
の
関
係
者
全
員
に

衝
撃
を
与
え
た
も
の
で
し
た
。

　

千
葉
大
学
法
科
大
学
院
を
取
り
巻
く

状
況
は
深
刻
で
す
。
法
科
大
学
院
受
験
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平
成
27
年
度

　
　

  

同
窓
会
総
会
開
催

　

平
成
27
年
９
月
26
日
（
土
）
千
葉
大

学
西
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
・
人
文
社
会
科

学
研
究
棟
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
講
義
室
で

千
葉
大
学
法
政
経
学
部
同
窓
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
い
す
み
鉄
道
の
鳥
塚

亮
社
長
に
「
発
想
の
転
換
と
経
営
戦

略
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
て
ご
講
演
い

た
だ
き
、
ロ
ー
カ
ル
線
の
魅
力
や
そ
の

魅
力
の
再
発
見
、
伝
え
る
方
法
等
々
、

固
定
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク

な
発
想
で
功
を
成
さ
れ
て
い
る
大
変
貴

重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

鳥
塚
社
長
は
総
会
後
の
懇
親
会
に
も

ご
参
加
く
だ
さ
り
会
員
の
皆
様
と
の
交

流
を
深
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度

　

 

同
窓
会
総
会
に
つ
い
て

　

例
年
7
～
9
月
頃
に
開
催
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
同
窓
会
総
会
並
び
に
懇
親
会

は
、
諸
事
情
に
よ
り
、
止
む
無
く
今
年

度
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
く
こ
と
に
致

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

　

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
様
に
は
、

多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
こ

と
、
ま
た
本
誌
面
を
も
ち
ま
し
て
の
ご

案
内
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
次
年
度
総
会
に
つ
き
ま
し
て

は
、
例
年
通
り
開
催
す
る
予
定
で
ご
ざ

い
ま
す
。
開
催
日
時
が
決
定
し
ま
し
た

際
に
は
改
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

ら
な
い
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
を
意
識
す
る
だ
け
で
も
、

勉
強
に
よ
っ
て
得
る
効
果
は
大
き
く
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
伸
び
悩
ん
で
苦
し
い

と
き
、
ま
ず
一
旦
冷
静
に
な
っ
て
自
分

の
勉
強
を
見
直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
法
曹
に
つ
い
て
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
報
道
が
多
く
流
れ
て
い
ま
す
。
苦
し

い
思
い
を
し
て
合
格
し
て
も
、
待
っ
て

い
る
の
は
就
職
難
。
け
れ
ど
、
苦
難
が

全
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
筆
者
は
ま
だ

経
験
の
浅
い
新
米
弁
護
士
で
す
が
、
弁

護
士
に
な
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
た
日
は

一
日
た
り
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
合
格
祝

賀
会
で
会
っ
た
合
格
者
た
ち
も
、
後
ろ

を
振
り
返
る
こ
と
な
く
、
猛
然
と
茨
の

道
を
駆
け
抜
け
て
い
く
と
、
筆
者
は
確

信
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
悔
し
涙
を

流
し
た
後
輩
た
ち
が
、
平
成
28
年
合
格

祝
賀
会
で
凛
と
し
た
表
情
で
未
来
を

語
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
数
日
と
な
り
ま
し

た
。
師
走
の
慌
し
い
中
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
度
は
同
窓
会
総
会
の
中
止
な
ど

に
よ
り
会
報
の
発
行
が
例
年
よ
り
遅
く

な
り
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
発

行
時
期
の
遅
延
に
よ
り
記
事
の
内
容
に

相
違
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
て

大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
年
は
世
界
情
勢
も
大
き
く
変
わ
っ

た
年
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
や
米
国
大
統
領
選

な
ど
上
げ
れ
ば
キ
リ
が
な
い
程
、
連
日

ニ
ュ
ー
ス
を
賑
わ
せ
て
お
り
ま
し
た
。

激
動
の
国
際
情
勢
の
中
、
国
際
的
に
活

躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
今
年

度
千
葉
大
学
は
国
際
教
養
学
部
を
新
設

し
ま
し
た
。
世
界
に
輝
く
未
来
志
向
型

総
合
大
学
と
し
て
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ

る
こ
と
を
祈
願
し
て
お
り
ま
す
。

　

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会
員
の

皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
今
後
と
も
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
編
集
委
員
）

同窓会への
お便り・情報
を募集

皆様の近況報告、誌面への掲載希望や紹介、クラス会・OB会の報告など
何でも結構です。
お気軽に同窓会事務局までお寄せください。

千葉大学法政経学部同窓会事務局　FAX 043-290-3655
　　　　　　　　　　　　　　　  　Eメール info＠culpe-ob.com

理事役員一覧
役　職 氏　名 卒業年

会 　 長 吉 永 英 明 Ｓ３９
副 会 長 渡 部 靖 征 Ｓ４３ 
理 　 事 藤 崎 吉 彦 Ｓ４４ 

〃 鈴 木 幸 男 Ｓ４３ 
〃 吉 野 　 聡 Ｓ４４  
〃 片 山 隆 明 Ｓ４７ 
〃 飯　笹　伸一郎 Ｓ４７ 
〃 八 代 伸 久 Ｓ４８ 
〃 山 田 善 一 Ｓ５１ 
〃 渡 邉 誠 吾 Ｓ５３ 
〃 萩 原 　 博 Ｓ５３ 
〃 井 出 　 浩 司 Ｓ５５ 
〃 石 橋 秀 樹 Ｓ５６ 

監 　 事 岩 出 　 誠 Ｓ４８ 
〃 川 村 　 敦 Ｈ０１ 

学内理事 大 塚 成 男 
顧 　 問 押 尾 公 人 Ｓ３５ 

（平成２７年度８月現在）

千葉大学附属図書館本館 /アカデミック・リンク・センターです。
単に講義にでて、教師の話をただ言われるままに理解するのではなく、
自らが問題意識を持って、自発的に学ぶことができるように、学習環
境とコンテンツ提供環境を一つにする試みがされているそうです。
今の学生さんは恵まれていますね！

法政経学部・倉阪 秀史先生
（副部長　環境マネジメント
システム / 環境経済学）が
撮影してくださった千葉大の
満開の桜です。


